
００４－フランス落とし不具合のまとめ 

 ２０１８年１１月 

各棟の出入り口扉及び昇降口（プレハブ側）扉の上下に扉閉じ固定用の機構（フランス

落とし）がある。フランス落とし不具合により開閉に支障をきたす場合もあり、必要に 

応じて交換作業をしなければならないので、記録する。 

昇降口扉を例に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    扉を取り外した状態   フランス落とし部材 

 

 

 

 

    上下ロック機構と固定用ロッドをねじ込み取付する 

    ねじ込み量によりロッドが固定穴深さとの羽目合いが 

    あるので事前に穴深さを確認してロッドの出っ張り量を 

    調整する。 

 

 

    調整が完了したら、扉を引きヒンジに合わせて再取付で 

              完了となる。最後に実際に動作させて正常か確認する。 

 

 

 

 


